
山形県医師修学資金貸与制度 
概 要 

貸与期間に応じて、県内の公立病院等に一定期間勤務するなどの条件を満たせば修学資金の返還が免除となるもの 

区 分 貸与額 対象者 返還免除要件 
貸与実績 

（令和元年7月現在） 

地域医療従事医師 
確保修学資金 

200万円 
（年額） 

以下の要件をすべて満たす医学生 
 
①大学卒業後、山形県内の公立病院
や地域の診療所に勤務する意思を有し
ていること 
 
②県内出身者（大学入学の前１年間、
本人又は一親等の親族が山形県内に
居住していること） 

①医師免許を取得した後、直ちに山形県内の公的医療機関又は山形大  
  学医学部附属病院で臨床研修を行うこと 
 
②臨床研修修了後、直ちに山形県内の公立病院等に勤務した場合におい 
   て、臨床研修を含む在職期間が、貸与期間の1.5倍（７年に満たないと 
   きは７年）に達すること 
 
 ※当該在職期間内に、山形大学医学部附属病院で後期研修を行う  
   ことも可能（２年間を限度） 
 
③当該在職期間のうち、２分の１以上の期間は、人口５万人未満の市町 
   村にある公立病院等に在職すること 

既貸与者 ９６名 
内訳：学生     ４７名 
     研修医  １５名 
     勤務医 ３２名 
     義務明け   ２名 
 
新規貸与者（予定） 
 ２０名 

特定診療科医師確保 
修学資金 

200万円 
（年額） 

以下の要件を満たす医学生 
 
大学卒業後、山形県内の公的医療機
関の特定診療科（小児科・産婦人科・
放射線科・麻酔科・救急医療）に勤務
する意思を有していること 
 
 
 
 

①医師免許を取得した後、直ちに山形県内の公的医療機関又は山形大 
  学医学部附属病院で臨床研修を行うこと 
 
②臨床研修修了後、直ちに山形県内の公的医療機関の特定診療科に勤 
   務した場合において、臨床研修を含む在職期間が、貸与期間の1.5倍 
  （７年に満たないときは７年）に達すること 
 
 ※当該在職期間内に、山形大学医学部附属病院で後期研修を行う  
   ことも可能（３年間を限度） 

既貸与者 ４９名 
内訳：学生      ２３名 
     研修医      １名 
     勤務医   ２２名 
     義務明け    ３名 
 
新規貸与者（予定） 
  ９名 
 

山形大学医学部 
修学資金 

200万円 
（年額） 

以下の要件をすべて満たす医学生 
 
①大学卒業後、山形県内の公立病院
等に勤務する意思を有していること 
 
②山形大学医学部医学科に在学して
いること 
 
③県外出身者（大学入学の前１年間、
本人及び一親等の親族が山形県内に
居住していないこと） 

①医師免許を取得した後、直ちに山形県内の公的医療機関又は山形大 
  学医学部附属病院で臨床研修を行うこと 
 
②臨床研修修了後、直ちに山形県内の公立病院等に勤務した場合におい 
   て、臨床研修を含む在職期間が、貸与期間の1.5倍（７年に満たないと    
   きは７年）に達すること 
 
  ※当該在職期間内に、山形大学医学部附属病院で後期研修を行う 
      ことも可能（３年間を限度） 

既貸与者 ６１名 
内訳：学生     ２２名 
     研修医  ２１名 
     勤務医 １７名 
     義務明け  １名 
 
新規貸与者（予定） 
  ４名 
 

県内出身者対象 

県内出身者対象 

県外出身者対象 

県外出身者対象 
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